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慶應法学第 55号（2025：12）

平良木登規男先生追悼記事

平良木登規男先生は、2025年 1月 8日に逝去されました。享年 82歳でありま
した。筆者は、1990年代半ばに塾法学部法律学科で平良木ゼミに所属して以来、
30年近くにわたり、多大なご指導をいただいてきた者として、大きな喪失感を
拭えませんが、ここでは、ご経歴・ご業績を振り返ることで、先生をお偲びした
いと思います。
平良木先生は、塾法学部法律学科を卒業され、大学院修士課程を修了された後、

司法修習を経て、1969年に裁判官に任官されました。そして、仙台、東京、青
森の各地裁等で勤務され、裁判所書記官研修所（現・裁判所職員総合研修所）教
官として教鞭をとられた後、札幌地裁、札幌高裁で勤務されました。著名・重大
事件も担当されるなど、刑事裁判官として脂が乗り切った時期である 1987年に、
とりわけ故中谷瑾子先生や故宮澤浩一先生の強い要請に応じる形で、40歳代半
ばで、塾法学部助教授に転じられました。
刑事法研究者としての歩みを始められた平良木先生は、早くも 1989年に、「刑

事控訴審の研究」により、法学博士の学位を取得されました（同論文は、『刑事
控訴審』〔成文堂、1990年〕として公刊されています）。その後、1991年に教授
になられた先生のご研究は、刑法・刑事訴訟法の伝統的な領域から、経済刑法、
環境刑法、組織犯罪対策といった分野にまで及びました。概説書と論文集の性格
を兼ねた『捜査法』（成文堂、初版・1996年、第 2版・2000年）、国民の刑事裁
判への参加に関する金字塔的な論攷等をまとめられた『国民の司法参加と刑事法
学』（慶應義塾大学出版会、2014年）などに、（元）裁判官としての実務的素養・
バランス感覚と二度の在外研究も経て培われた高度の学術的・比較法的知見を併
せ持った先生の刑事法研究者としての凄みを感じることができます。

平良木先生を偲んで

小池　信太郎
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平良木登規男先生追悼記事（小池）

そうした優れた研究者としての面に加えて、平良木先生は、情熱をもって後進
の育成にあたられた教育者としての面もお持ちでした。先生は、法学部に着任さ
れた後、当時の司法研究室（現在は法学研究所に発展的に解消されています）の
改革に尽力されました。その頃から、塾生・塾員の司法試験合格者は急速に増え、
2000年代初頭には、慶應義塾は、大学別の合格者輩出数でトップ層に迫るに至
りました。法律学科平良木研究会（平良木ゼミ）は、法曹志望の学生（に限りま
せんが）の人気ゼミとなり、先生は、毎年の夏休みには 1週間にもわたる勉強合
宿にどれほど多忙でもお付き合い下さるなど、熱心なご指導を続けられ、ゼミ生
十数名が同時に司法試験に合格した年もありました。その時期、法曹養成におい
て慶應義塾のプレゼンスが年々増していく状況の中で、先生は相当の手ごたえを
感じられており、司法制度改革をめぐる議論の一環として法科大学院構想が浮上
してきた当初は、必ずしも積極的ではありませんでした。しかし、いざ構想が動
き出すと、全力で向き合われました。塾法科大学院設立準備室長を経て、2004

年に初代の法務研究科委員長に就任され、定年退職まで務められました。基礎学
力の習得を徹底することに力を入れたカリキュラムの構築に心を砕かれ、長年の
人脈を活かして充実した教員スタッフを揃えられ、大きな教育成果を上げられま
した。初回の新司法試験において合格者数で全国 3位となるなど、早期にトッ
プ・ロースクールの一角としての地歩を固めることで、現在の塾法科大学院の礎
を築かれました。
平良木先生は、塾を定年退職後、2008年に大東文化大学大学院法務研究科（法

科大学院）教授に就任され、2010年からの 2年間は同研究科長も務められました。
塾法科大学院とは異なって、定員規模が小さく、社会人学生の占める割合が大き
い環境において、一人一人の学生に近い距離で向き合う教育に、やりがいを持っ
て取り組まれました。その時期に公刊された教科書である『刑事訴訟法Ⅰ』（成
文堂、2009年）、『刑事訴訟法Ⅱ』（成文堂、2010年）は、先生の刑事訴訟法研究・
教育の集大成でありました。
その他に先生が塾内外でなさった重要なお仕事の 1つ 1つにここで言及するこ

とはできませんが、叙従四位、瑞宝小綬章を追贈されていることからも、各方面
におけるご功績の大きさをうかがい知ることができます。
ご逝去の後、先生のご遺志により、葬儀はご家族のみで行われました。ところ

が、その後、先生に最後のご挨拶をしたいという声が各方面から多く寄せられ、
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平良木先生を偲んで

平良木ゼミ OB・OG有志が発起人となり、ご遺族のご理解のもと、2025年 6月、
先生の大学時代からのご親友である久枝壮一先生が経営されるホテル会場にて、
平良木先生を偲ぶ会が開催されました。そこでは、平良木ゼミの OB・OG、法
学部・法務研究科の元同僚や親交のあった刑事法研究者、元最高裁判事の方々を
はじめとする裁判官 OB・OGや現役裁判官、先生が部長（校長）を務められた
慶應義塾中等部の教職員や卒業生、部長をなされた體育會スケート部の OB・
OG、さらには先生のご指導・お世話を受けて訪問研究員として一時期を日本で
過ごした後、韓国の法曹界・学界の重鎮となられている方々など、先生を敬愛す
るきわめて多数の人が集い、先生との思い出を和やかに語り合いました。人と人
とのつながりを大切にしてこられた先生に温かく見守っていただけたのではない
かと思います。
筆者は、先生のご学恩に十分に報いることができないままお別れをすることと

なってしまい、大変申し訳ない気持ちでおりますが、先生への感謝の念はいつま
でも尽きることがありません。先生、ありがとうございました。安らかにお眠り
下さい。
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